
別記様式 

 担当課 生涯学習課 

会 議 の 名 称 第１回 鴻巣市社会教育委員会議 

開 催 日 令和６年６月２１日（金） 

開 催 時 間  午後２時００分 開会 ・ 午後２時５５分 閉会 

開 催 場 所  鴻巣市役所本庁舎３０３会議室 

議長(委員長・会長) 

氏 名 
委員長 平賀健郎  

出席者(委員)氏名 

（出席者数） 

清水 励 池澤貴勇  渡邉峰雄  佐藤久子  森田文江  

江原浩昭 平賀健郎  間中由利子 真鍋 透  渡邉惠子 

森田博子 小川はるみ 金子由正  関口貴美子 峯岸幸子  

                       （１５名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 
（０名） 

事務局職員職氏名 

教育長            齊藤隆志 

生涯学習課課長        清水健紀 

生涯学習課主査        小山文代 

生涯学習課主任        山際望美 

 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
可 （０名） 

会

議

の

内

容 

（議題等） 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 役員選出 

５ 議題 

 (1) 会議の公開について 

(2) 傍聴規程ついて 

(3) 令和５年度 社会教育関係団体への補助金交付状況について 

(4) 令和６年度 社会教育・生涯学習に係る事業計画について 

 (5) 令和６年度 社会教育関係団体への補助金交付について 

(6) 令和６年度 社会教育委員の活動予定について 

(7) 社会教育委員より選出する各種協議会委員について 

６ その他 

７ 閉会 

 

（決定事項など） 

(役員選出)委員長に平賀委員、副委員長に渡邉惠子委員を選出した。 

(1)会議の公開について、説明を行い、承認された。 

(2)傍聴規程について、一部内容の検討を行い、次回会議において再度協議す 

ることで承認された。 



(3)令和５年度 社会教育関係団体への補助金交付状況について、説明を行っ

た。 

 (4)令和６年度 社会教育・生涯学習に係る事業計画について説明を行い、次

のような質問・意見があった。 

・文化センターの事業計画書に記載のある「文化芸術活動を行う団体等への

優先予約受付」は行っているのか。 

 →市が主催、共催している事業のみ実施していると考える。表記について 

検討していく。 

  ・市民大学講座について定員超過となるように、事業周知の方法について工 

夫検討すべき。 

  ・委員が事業視察として市民大学講座等に参加することはできるか。 

   →対応は可能だが、資料等の準備があるため事前に事務局へ連絡を入れて 

ほしい。 

  ・須田剋太展について吹上生涯学習センター以外での開催を検討すべきでは

ないか。 

→展示作品の盗難、汚破損の恐れのない場所での開催が望ましいが、今

後、他場所での開催を検討し、その経過について次回会議で報告する。 

 (5)令和６年度 社会教育関係団体への補助金交付について、説明を行い、次

のような質問があった。 

  ・関係団体から補助金増額についての要望は出ていないのか。 

  →コロナ禍で事業が中止になっていた団体もあり繰越金が多い状況となって

いる。現在、補助金増額の要望は聞いていない。 

 (6)令和６年度 社会教育委員の活動予定について、説明を行った。 

 (7)社会教育委員より選出する各種協議会委員について、次とおり選出した。 

鴻巣市青少年問題協議会  渡邉惠子 

鴻巣市人権教育推進協議会 平賀健郎、間中由利子 

鴻巣市立集会所運営協議会 真鍋透 

鴻巣市立図書館協議会    森田文江 

鴻巣市スポーツ推進審議会 森田博子 

鴻巣市文化芸術振興審議会 間中由利子 

その他において当日配布資料について説明を行った。 

 

 

配
布
資
料 

・次第 

・第１回鴻巣市社会教育委員会議資料 

・鴻巣市が提供した生涯学習実績報告（令和５年度） 

・北足立北部人権教育（人権教育広報）№４１ 

・関係各課資料（こども応援課・スポーツ課・公民館） 

・映画『医師中村哲の仕事・働くということ』案内ちらし 

 

 

注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

 場合は、別紙に記入するものとする。 


